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──────────────────────────────────────────────────

令和５年 第５回 １２月（定例）中 間 市 議 会 会 議 録（第３日）

令和５年12月14日（木曜日）

──────────────────────────────────────────────────

議事日程（第３号）

令和５年12月14日 午前10時00分開議

日程第 １ 第５３号議案公の施設の指定管理者の指定について（中間市さくらの里農

産物直売所）の訂正について

（日程第１ 提案理由説明・採決）

日程第 ２ 第５７号議案 令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）

（日程第２ 提案理由説明・質疑・委員会付託）

【 休 憩 】

日程第 ３ 第４２号議案 令和５年度中間市一般会計補正予算（第７号）

日程第 ４ 第４３号議案 令和５年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第２

号）

日程第 ５ 第４４号議案 令和５年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第 ６ 第４５号議案 令和５年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第 ７ 第５７号議案 令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）

（日程第３～日程第７ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第 ８ 第４７号議案 中間市事務分掌条例の一部を改正する条例

日程第 ９ 第４８号議案 中間市職員定数条例の一部を改正する条例

日程第１０ 第４９号議案 中間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

日程第１１ 第５１号議案 中間市総合会館条例

（日程第８～日程第１１ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第１２ 第５０号議案 中間市保健センター設置条例を廃止する条例

（日程第１２ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第１３ 第５２号議案 中間市中央公民館条例

（日程第１３ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第１４ 第５３号議案 公の施設の指定管理者の指定について（中間市さくらの里農

産物直売所）

（日程第１４ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第１５ 第５４号議案 公の施設の指定管理者の指定について（中間市民図書館）
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日程第１６ 第５５号議案 公の施設の指定管理者の指定について（中間市体育文化セン

ター外７施設）

日程第１７ 第５６号議案 公の施設の指定管理者の指定について（中間市市民会館）

（日程第１５～日程第１７ 委員長報告・質疑・討論・採決）

日程第１８ 意 見 書 案 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見

第 １ １ 号 書

（日程第１８ 提案理由説明・質疑・討論・採決）

日程第１９ 意 見 書 案 パレスチナ問題での国連決議推進のために、日本政府は尽力

第 １ ２ 号 することを求める意見書

（日程第１９ 提案理由説明・質疑・討論・採決）

日程第２０ 意 見 書 案 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書

第 １ ３ 号

（日程第２０ 提案理由説明・質疑・討論・採決）

日程第２１ 決議案第１号 福田浩中間市長に対する辞職勧告決議

（日程第２１ 提案理由説明・質疑・討論・採決）

日程第２２ 会議録署名議員の指名

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

──────────────────────────────

出席議員（16名）

１番 小林 信一君 ２番 堀田 克也君

３番 田口 善大君 ４番 蛙田 忠行君

５番 柴田 芳信君 ６番 田口 澄雄君

７番 山本 慎悟君 ８番 安田 明美君

９番 掛田るみ子君 １０番 中尾 淳子君

１１番 阿部伊知雄君 １２番 大和 永治君

１３番 柴田 広辞君 １４番 下川 俊秀君

１５番 井上 太一君 １６番 中野 勝寛君

──────────────────────────────

欠席議員（０名）

──────────────────────────────

欠 員（０名）

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名
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市長 ……………… 福田 浩君 副市長 …………… 田代 謙介君

教育長 …………… 蔵元 洋一君 総務部長 ………… 後藤 謙治君

保健福祉部長 …… 冷牟田 均君 市民部長 ………… 米満 孝智君

教育部長 ………… 北原 鉄也君 教育部参事 ……… 森 秀輔君

環境上下水道部長 ………………………………………………… 田中 秀一君

建設産業部長 …… 村上 智裕君 消防長 …………… 髙野 智宏君

総務課長 ………… 井上 篤君 財政課長 ………… 持田 将一君

企画課長 ………… 芳賀麻里子君 市長公室長 ……… 岩切 晶子君

福祉支援課長 …… 山本 竜男君 総合会館長 ……… 原口 憲一君

介護保険課長 …… 向 貴幸君 健康増進課長 …… 八汐 雄樹君

課税課長 ………… 大内 智二君 生涯学習課長 …… 亀井 誠君

建設課長 ………… 白石 和也君 産業振興課長 …… 宮﨑 泰司君

──────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 佐伯 道雄君 書 記 志垣 憲一君

書 記 本田 裕貴君 書 記 新 理宏君

──────────────────────────────
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議案の委員会付託表

令和５年１２月１４日

第５回中間市議会定例会

議案番号 件 名 付託委員会

第５７号議案 令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号） 市民厚生
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午前 10時 00分開議

〇議長（中野 勝寛君）

おはようございます。会議に入ります前に、昨日、中間市自治会連合会会長の池田久紀

さんがお亡くなりになられました。池田会長におかれましては、自治会連合会の会長とし

て、平成２３年から長年にわたり、自治会連合会の会長を務められ、これまで中間市に対

し、多大なるご貢献をいただきました。池田久紀さんのご生前のご功績に哀悼の意を表し、

黙祷をささげたいと思います。議場の皆様、ご起立をお願いいたします。黙祷。

（黙祷）

〇議長（中野 勝寛君）

黙祷を終わります。ご着席ください。

ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しておりますので、これより会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第 １．第５３号議案公の施設の指定管理者の指定について（中間市さくらの里

農産物直売所）の訂正について

〇議長（中野 勝寛君）

これより、日程第１、第５３号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市さ

くらの里農産物直売所）の訂正についてを議題といたします。

第５３号議案の訂正についての理由の説明を求めます。福田市長。

〇市長（福田 浩君）

第５３号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市さくらの里農産物直売所）

の訂正につきまして、理由をご説明申し上げます。

本件議案につきましては、今議会において、第５３号議案としてご提案し、所管の産業

消防委員会にて、ご審議をいただいたところでございます。同委員会での審議及び討論に

おきまして、当該施設が農業の振興、川西地区の買物支援や地域活性化のために必要不可

欠な施設であることを踏まえ、サービスの向上、コスト削減等の管理運営のさらなる改善

を図るため、運営状況等の点検が必要である等のご意見をいただきましたことから、その

対応について検討を重ねました結果、民間のノウハウを活用することを目的として、指定

管理者による管理を継続しつつ、運営状況等の検証を行う機会を確保し、早期に改善を図

るため、指定期間について訂正すべきであるとの判断に至りました。

つきましては、既に、産業消防委員会において審議をいただいたところではございます

が、本件議案を訂正いたしたく、これを申し出るものでございます。

訂正の内容といたしましては、指定期間につきまして、令和６年４月１日から令和１１年

３月３１日までの５年間としてご提案しておりますものを、今議会においてご提案してお

ります他の公の施設の指定期間と同様に、令和６年４月１日から令和７年９月３０日まで
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の１年６か月間とするものでございます。

なお、訂正の申出に当たりましては、中間市公の施設における指定管理者の指定手続等

に関する条例施行規則第５条の規定により、改めて指定管理者選定委員会の審議を行って

おります。

〇議長（中野 勝寛君）

お諮りいたします。ただいま議題となっております第５３号議案、公の施設の指定管理

者の指定について（中間市さくらの里農産物直売所）の訂正については、これを承認する

ことにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５３号議案、公の施設の指定管理者の指定について

（中間市さくらの里農産物直売所）の訂正については、これを承認することに決しました。

ただいま議題となっております第５３号議案につきましては、議案の訂正が承認されま

したので、当該議案を付託しております産業消防委員会において議案の再審査をお願いい

たします。

────────────・────・────────────

日程第 ２．第５７号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第２、第５７号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）を議題

といたします。

提案理由の説明を求めます。福田市長。

〇市長（福田 浩君）

第５７号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）について、提案理由を申

し上げます。

今回の補正は、国の総合経済対策に基づく補正予算が、先月２９日に成立したことに伴

うものでございます。この補正予算の成立を受けまして、国において物価高騰対応重点支

援地方創生臨時交付金の追加交付が決定され、住民税非課税世帯１世帯当たり７万円を基

礎とした低所得者世帯支援枠が措置されたことから、本市におきましても給付を実施する

ことといたしました。この給付につきましては、国の総合経済対策におきまして、迅速に

支援を行う方針が示されたことを踏まえ、早急に実施する必要があることから、関連する

経費を計上した補正予算を急遽ご提案するものでございます。

補正の主な内容といたしまして、まず、歳出につきましては、民生費におきまして、物

価高騰緊急支援給付金を５億４００万円、また、支給に係る事務費として、案内文書の送

付等に係る通信運搬費を１８０万円、受付・コールセンター運営等の業務委託料を１，

１００万円、システム改修委託料を２８０万円計上いたしております。なお、令和６年度
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においても給付金の支給の申請を受け付ける予定としておりますことから、併せて繰越明

許費を設定いたしております。

また、この事業に関する経費の財源となる歳入につきましては、国庫支出金におきまし

て、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金低所得世帯支援枠分を５億２，２００万円

計上いたしております。

以上により、歳入歳出それぞれ５億２，２００万円を追加し、予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１９３億１，８３５万２，０００円とするものでございます。ご審議のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております第５７号議案は、会議規則第３７条第１項の規定により、

所管の市民厚生委員会に付託いたします。

この際、暫時休憩いたします。休憩中に市民厚生委員会に付託されました議案の審査及

び産業消防委員会における議案の再審査をお願いいたします。

本会議の再開は、追って連絡いたします。

午前10時07分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時58分再開

〇議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第 ３．第４２号議案

日程第 ４．第４３号議案

日程第 ５．第４４号議案

日程第 ６．第４５号議案

日程第 ７．第５７号議案

〇議長（中野 勝寛君）

これより、日程第３、第４２号議案から日程第６、第４５号議案まで及び日程第７、第

５７号議案の補正予算５件を一括議題とし、各常任委員長の報告を求めます。

まず、堀田克也総合政策委員長。

〇総合政策委員長（堀田 克也君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第４２号議案、令和５年度中間市
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一般会計補正予算（第７号）のうち、総合政策委員会に付託されました所管部分について

審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

まず、今回の補正予算の歳入の主なものとして、県支出金におきましては、防犯対策カ

メラ設置支援事業補助金に１６１万９，０００円が追加計上されています。

次に、歳出の主なものとして、人件費におきましては、本年の人事院勧告に基づく、職

員給与の改定に伴う給与の引上げや、職員の採用及び退職に伴う職員の増減等により、６，

０００万円増額されております。

総務費におきましては、自転車の盗難等の犯罪抑止を目的として、駅前駐輪場の老朽化

した防犯カメラを更新するための経費に４０９万２，０００円が計上される一方、財源調

整のため、財政調整基金積立金が１億３，１７６万８，０００円減額されております。

民生費におきましては、特別会計繰出金において、人件費の増額等に伴い、特別会計国

民健康保険事業繰出金が２３６万２，０００円、後期高齢者医療特別会計繰出金が３４０万

円、介護保険事業特別会計繰出金が２１７万３，０００円、それぞれ増額されております。

教育費におきましては、部活動の地域移行に向けた環境整備等に必要な経費として８４万

円が、電気料金高騰の影響等により、小学校費に９４万３，０００円、 中学校費に１９１万

６，０００円の光熱水費がそれぞれ追加計上されております。

以上により、歳入歳出それぞれ１億５５５万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１８７億９，６３５万２，０００円とするものです。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後に採決いたしました結果、第４２号議案は全員賛成で原案どおり可決すべきである

と決した次第であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を

終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

次に、中尾淳子市民厚生委員長。

〇市民厚生委員長（中尾 淳子君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第４２号議案のうち、市民厚生委

員会に付託されました所管部分並びに第４３号議案、第４４号議案、第４５号議案及び第

５７号議案について審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

初めに、第４２号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第７号）について申し上

げます。

まず、歳入の主なものとしては、国庫支出金におきまして、障害者自立支援給付費負担

金２，６６７万４，０００円、障害児施設給付費国庫負担金１，６９７万６，０００円が

それぞれ計上されております。また、県支出金において、障害者自立支援給付費負担金１，

３３３万７，０００円、障害児施設給付費県負担金８４８万８，０００円がそれぞれ計上

されております。
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また、諸収入においては、前年度の実績額の確定に伴う後期高齢者医療市町村療養給付

費負担金返還金として２，２５８万７，０００円が計上されております。

次に、歳出の主なものとして、民生費において、給付額が当初の見込みを上回る水準で

推移していることを受けて、障がい者福祉サービスに係る扶助費に８，７３０万５，０００円、

子ども医療費に１，２０８万８，０００円、重度障がい者医療費に９４３万６，０００円

がそれぞれ追加計上されております。加えて、県補助金を活用し、私立保育所等に対し、

電気及びガス料金並びにガソリンの高騰分を補助する経費に１６４万円が計上されており

ます。

次に、第４３号議案、令和５年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）

について申し上げます。

まず、歳入の主なものとして、出産育児一時金の上限の引上げに伴う市町村の負担を軽

減するため、令和５年度のみの時限的な措置として健康保険組合等出産育児一時金臨時補

助金が新設されたことに伴い、同補助金に１７万５，０００円が計上されております。

また、歳出の増額補正に伴う一般会計繰入金として２３６万２，０００円が計上されてお

ります。

次に、歳出の主なものとして、職員の育児休業の取得に伴う会計年度任用職員の任用に

要する経費を３０５万円、また、令和４年度に交付を受けておりました福岡県国民健康保

険普通交付金の額の確定等に伴う過交付分の償還金に３，２８４万２，０００円が計上さ

れております。

以上により、歳入歳出それぞれ３，４９９万２，０００円が追加され、予算の総額は、

歳入歳出それぞれ５５億１，９９２万円となっております。

次に、第４４号議案、令和５年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて申し上げます。

まず、保険事業勘定の歳入の主なものとして、介護保険事業等に係る国庫支出金３１６万

１，０００円、地域支援事業に係る支払基金交付金４６万８，０００円、同じく地域支援

事業に係る県支出金９８万５，０００円、事務費繰入金等の一般会計からの繰入金２１７万

３，０００円、前年度繰越金１３２万４，０００円がそれぞれ追加計上されております。

次に、保険事業勘定の歳出の主なものとして、介護報酬の改定等に伴うシステム改修委

託料として２３７万６，０００円が計上されるとともに、地域介護予防活動支援事業委託

料１７３万５，０００円、任意事業や認知症総合支援事業等に従事する職員の人件費

４００万円が追加計上されております。

以上により、歳入歳出それぞれ８１１万１，０００円が追加され、介護サービス事業勘

定を加えた予算の総額は、歳入歳出それぞれ５４億７，０５０万９，０００円となってお

ります。

次に、第４５号議案、令和５年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に
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ついて申し上げます。

まず、歳入として、職員人件費の増額に伴う一般会計からの事務費繰入金３４０万円が

追加計上されております。

次に、歳出として、人事異動に伴う職員人件費として総額３４０万円が追加計上されて

おります。

以上により、歳入歳出それぞれ３４０万円が追加され、予算総額は、歳入歳出それぞれ

９億１９７万１，０００円となっております。

次に、第５７号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）について申し上げ

ます。

今回の補正予算は、国において物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加交付が

決定され、住民税非課税世帯１世帯当たり７万円を基礎とした低所得者世帯支援枠が措置

されたことから、同交付金を活用した事業を計上するもので、歳入歳出それぞれ５億２，

２００万円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１９３億１，８３５万２，０００円

とするものです。

歳入として、国庫支出金において、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金低所得世

帯支援枠分が５億２，２００万円追加されております。

次に、歳出として、民生費において、物価高騰緊急支援給付金として５億４００万円、

支給に係る事務費として、案内文書の送付等に係る通信運搬費１８５万６，０００円、受

付・コールセンター運営等の業務委託料１，１０８万７，０００円、システム改修委託料

２８５万２，０００円がそれぞれ計上されております。

なお、令和６年度においても、給付金の支給の申請を受け付ける予定とされていること

から、併せて繰越明許費が設定されております。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後にそれぞれ採決いたしました結果、第４２号議案から第４５号議案まで及び第５７号

議案については、いずれも全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であります。よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

次に、田口善大産業消防委員長。

〇産業消防委員長（田口 善大君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第４２号議案、令和５年度中間市

一般会計補正予算（第７号）のうち、産業消防委員会に付託されました所管部分について

審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

歳出の主なものにつきましては、土木費では、親水公園トイレの解体工事につきまして、

アスベストの含有が判明したことに伴い増工が必要となるため、既定の予算に１７５万６，

０００円が追加計上されております。
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以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後に採決いたしました結果、第４２号議案は全員賛成で原案どおり可決すべきと決し

た次第であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わり

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なしの」声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

議題のうち、まず、第４２号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第７号）を採

決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第４２号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第４３号議案、令和５年度中間市特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）

を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第４３号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第４４号議案、令和５年度中間市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を採

決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第４４号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第４５号議案、令和５年度中間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を
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採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第４５号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第５７号議案、令和５年度中間市一般会計補正予算（第８号）を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５７号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第 ８．第４７号議案

日程第 ９．第４８号議案

日程第１０．第４９号議案

日程第１１．第５１号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第８、第４７号議案から日程第１０、第４９号議案まで及び日程第１１、第

５１号議案の条例改正４件を一括議題とし、各常任委員長の報告を求めます。

まず、堀田克也総合政策委員長。

〇総合政策委員長（堀田 克也君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第４７号議案及び第４８号議案に

ついて審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

初めに、第４７号議案、中間市事務分掌条例の一部を改正する条例について申し上げま

す。

今回の条例改正は、少子高齢化対策、福祉の充実、経済成長の促進などの施策による良

質な市民サービスを提供していくために、機構改編を実施することに伴うものです。

機構改編の主な内容としましては、より戦略的な行政運営を行うことを目的として、未

来創造部を新設し、総務部から企画課、情報管理課及び公共施設管理課を移管し、併せて、

情報管理課の名称がデジタル推進課に改称されております。また、市の魅力発信を効果的、

効率的かつ戦略的に行うための体制強化及び組織の集約化を目的として、課としての市長

公室のあり方を見直し、総務部市長公室に組織されている広報係が戦略的な行政運営を担

う未来創造部に組織されている企画課に移管されるとともに、課としての市長公室を廃止

した上で、総務部総務課に市長公室及び秘書係が設置されることとなっております。
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また、児童福祉法の改正により、令和６年４月からこども家庭センターの設置に努める

ことが各市町村に義務づけられことから、保健福祉部健康増進課に組織されている母子保

健係をこども未来課に移管するとともに、こども未来課に組織されている子育て支援セン

ターをこども支援係に改称し、これらの係と家庭児童相談係を合わせた３つの係を統轄す

る組織として、こども未来課にこども家庭センターが設置されることとなっております。

さらに、分野ごとに、より地域に踏み込んだ積極的な経済振興を図ることを目的として、

建設産業部に組織されている産業振興課の組織について、商工観光課及び農業政策課が再

編新設されることとなっております。

以上の機構改編により、７部３１課１室３局からなる本市の機構が８部３０課３室３局

とされております。

なお、条例の施行日については、令和６年４月１日となっております。

次に、第４８号議案、中間市職員定数条例の一部を改正する条例について申し上げます。

今回の条例改正は、職員定数を近年の社会情勢等により変動した現状の職員数に沿った

ものに見直すとともに、令和６年４月１日に実施を予定しております機構改編に伴い、各

事務部局等の職員定数を現状に照らし、全庁的な調整を行った上で、業務上、兼職等が見

込まれる事務部局について、これに対応するために必要な定数に見直すものとなっており

ます。

なお、条例の施行日につきましては、機構改編の実施時期に合わせ、令和６年４月１日

となっております。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後にそれぞれ採決いたしました結果、第４７号議案及び第４８号議案は、いずれも全

員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であります。よろしくご審議のほどお願い申

し上げまして、委員長の報告を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

次に、中尾淳子市民厚生委員長。

〇市民厚生委員長（中尾 淳子君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第４９号議案及び第５１号議案に

ついて審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

初めに、第４９号議案、中間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について申し

上げます。

今回の条例改正は、地方税法の一部が改正され、令和６年１月１日から施行されること

に伴うもので、地方税法施行令の定める基準に従い、国民健康保険の納税義務者又はその

世帯に属する被保険者が出産する予定の場合又は出産した場合に、出産予定月の前月から

同月の翌々月までの４か月間にかかる国民健康保険税の所得割額と均等割額を減額するも

のです。
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なお、双子などの多胎妊娠の場合においては、出産予定月の３か月前から出産予定月の

翌々月までの６か月間にかかる国民健康保険税の所得割額と均等割額を減額するものとな

っております。

条例の施行日は、法の施行日に合わせ、令和６年１月１日となっております。

討論において、「今回の改正の対象は、出産した母親のみであり、生まれてきた子には

均等割が課税される。就学前までは２分の１の減免措置があるが、均等割が課税されてい

ることに変わりはない。全国的には、１８歳までの均等割の減免を実施している自治体も

多く、中間市においても１８歳までの均等割の減免の実施を求めて、意見を付して賛成す

る。」との意見がありました。

次に、第５１号議案、中間市総合会館条例について申し上げます。

今回の条例改正は、公共施設の最適化の取組を推進し、その効果の最大化を図るため、

中間市総合会館について、令和６年度以降、中間市中央公民館の機能を他の施設に移転し

た上で、特に福祉及び保健に関する機能を集約し、引き続き、総合的な行政サービスを提

供する福祉・保健行政の拠点施設とすることとなったことに伴い、中間市総合会館の位置

付けを改める必要が生じたことから、中間市総合会館条例の全部を改正するものです。

条例の主な内容としては、まず、施設の位置付けについて、これまでの複合施設から本

館及び別館で構成される単一の施設に改められております。次に、開館時間、休館日等の

運営に係る事項及び使用許可、使用料等の使用に係る事項並びに管理に係る事項が定めら

れております。

なお、中間市総合会館を福祉・保健行政の拠点施設とすることに伴う詳細については、

必要に応じて規則で定めることとなっております。

条例の施行日については、令和６年４月１日となっております。

討論において、「総合会館は、こども家庭センター、抱撲、保健センターや社会福祉協

議会など様々な施設が入り、福祉と保健の拠点施設として行政サービスを提供することと

なるが、運営に当たって、各施設間の連携や社協との連携など、問題点や課題が出てくる

と思う。運営に当たっては、この課題等を考慮し、より良い形で進めてほしい。また、計

画から議案上程までの期間が短く、関係機関や総合会館利用者の意見を十分に把握できて

ないように思うので、今後、充実された施設として運営して行くために住民や利用者の声

に耳を傾け、意見を把握した上で進めていくことを要望して、意見を付して賛成する。」

との意見がありました。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後にそれぞれ採決いたしました結果、第４９号議案及び第５１号議案のいずれも全員

賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であります。よろしくご審議のほどお願い申し

上げまして、委員長の報告を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）
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これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。田口議員。

〇議員（田口 澄雄君）

日本共産党の田口澄雄です。第４７号議案、中間市事務分掌条例の一部を改正する条例

について、反対意見を申し述べます。

今回の改定で、母子に関する担当の一本化と、農業に対する独立した課を創設したこと

に関しては評価ができます。しかし、総務部を二分して、新たに未来創造部を新設したこ

とについては、市政管理部門の肥大化を招くことであり、評価ができません。しかも、未

来創造部などというネーミングについても、何を創造するつもりかの点で、疑念が残りま

す。従来の情報管理課が、デジタル推進課に名称の変更がなされていますが、国の行って

いるデジタル化については、本当に市民生活の向上に寄与するのか否かについて、問題だ

らけの推進です。財界の要求に基づいて、市民のプライバシーの侵害の上に、さらなる国

民負担の強化と、給付の削減による福祉の後退を狙った国民収奪の政策です。また、最終

的には自治体職員の半減を目指す、とんでもない中身です。それを進める国のデジタル庁

の名前を取り入れた、このようなネーミングは、福祉の向上を目指す地方自治体にとって

は到底受け入れ難いものです。以上のことから、この条例案については反対をいたします。

次に、第４８号議案、中間市職員定数条例の一部を改正する条例について、反対意見を

申し述べます。

今回の定数条例の改定は、改定前４８６人の職員定数を４６９人とするもので、１７人

の減となっていますが、現有職員数は、これよりもさらに１１３人少ない３５６人となっ

ています。かつては５４０人いた正規職員が、２００名近くの減となっています。確かに

人口減による多少の原因は仕方ないにしても、余りの削減率の高さに驚かされます。

こうした結果として、市民サービスの後退と市政業務の円滑な運営に対する支障が出て

いることは明白で、若年層の早期退職や病休、多発する職員の不祥事が目立ちます。円滑

な行政運営と今後の事業の発展的継続性を考えた、より適正な人員配置を求め、この定数

条例については反対をいたします。

次に、第４９号議案、中間市国民健康保険条例の一部を改正する条例について、意見を

付しての賛成といたします。

今回の条例改正は、国保の出産被保険者に対する産前産後期間の保険税の軽減措置を図

るためのものです。これによって、出産によって、母親の保険税はその前後４か月間、双

子以上の場合は６か月間の保険税が免除されることになります。このことは一歩前進と評

価しますが、問題として母親は免除されますが、生まれた子供については、あいも変わら
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ず、出産の月から国保税の均等割が賦課されることです。確かに、昨年度からは、未就学

児に対する半減の措置が国・県・市の負担でなされていますが、扶養されている子どもを

対象として税がかかるのは、国民健康保険制度だけです。共済組合も健康保険の加入者も、

出産によって被保険者の負担がふえることはありません。

このことから、全国的には、１８歳までの均等割の減免に踏み切る自治体もふえていま

す。しかし、中間市はそれもありません。そのために必要な中間市の新たな負担は、年間

１,５００万円程度です。中間市でも早急にこの制度を取り入れ、文字どおり、親子共々そ

の出生を喜べるような、制度設計に切り替えるべきです。そのことを求めて意見を付して

の賛成といたします。

次に、第５１号議案、中間市総合会館条例について、保健福祉の分野を集中的に集約す

る今回の条例案には、基本的には賛成するものです。ただし、そのやり方について、若干

の問題点を感じましたので、意見を付しての賛成といたします。

問題となる点は、会館の配置案です。原案が提示されてから条例改正の議会提出に至る

期間が余りにも短か過ぎます。そのため、会館利用者や関係団体との綿密な協議の前に、

市の判断による一方的な配置案が優先した状況が見てとれます。こうした今後の館の運営

や、その活動展開に関わる事項は、関係者との間で密な相談をし、時間をかけて決めてい

くという丁寧な方法が求められたと思います。例えば、長野県の飯田市では、地区ごとに

地域別検討会議を設置し、市から出されたデータに基づき、主体的に住民の声で検討して

もらうという手法をとっています。上からのマネジメントではなく、下からの実施計画と

いう考え方に基づくものです。ここでは公共施設は、住民の共有財産であり、行政の占有

物ではないという考え方で、公共施設の設計、管理、運営に住民の意見が反映をされてい

ます。

今回は既に条例改正案が出され、今、その可否を決定するという状況下にありますので、

やり直せというには、否決するしかありません。しかし、否決には賛成をいたしません。

しかし、今後の公共施設の改変に当たっては、多くの市民や関係団体の声を反映すること

を求めます。また、利用者の中でも、従前のトレーニング室と今回の配置案との間に余り

にも広さに差がある点で、改善を訴える声もあります。利用者の声に耳を傾け、改善する

点について思い切った対応をすることを求めて、意見を付しての賛成といたします。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

これにて討論を終結いたします。

これより、第４７号議案から第４９号議案まで及び第５１号議案の条例改正４件を順次

採決いたします。
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議題のうちまず、第４７号議案、中間市事務分掌条例の一部を改正する条例を採決いた

します。この採決は電子表決により行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案について賛否の表決を求めます。ボ

タンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）

押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

賛成多数であります。よって、第４７号議案は原案のとおり可決されました。

次に、第４８号議案、中間市職員定数条例の一部を改正する条例を採決いたします。こ

の採決は電子表決により行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案について賛否の表決を求めます。ボ

タンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）

押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

賛成多数であります。よって、第４８号議案は原案のとおり可決されました。

次に、第４９号議案、中間市健康保険税条例の一部を改正する条例を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第４９号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第５１号議案、中間市総合会館条例を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５１号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１２．第５０号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１２、第５０号議案、中間市保健センター設置条例を廃止する条例を議題

とし、市民厚生委員長の報告を求めます。

中尾淳子市民厚生委員長。

〇市民厚生委員長（中尾 淳子君）
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ご指名によりまして、ただいま議題となっております第５０号議案、中間市保健センター

設置条例を廃止する条例について審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上

げます。

今回の条例廃止は、保健事業の拠点施設として、健診をはじめとした各種の事業を行っ

てきた保健センターの機能を全て移転することに伴い、現在の保健センターの施設が保健

事業のためのものではなくなることから、設置条例を廃止するものです。

なお、機能移転の内容としては、子供及び妊産婦を対象とした事業については、令和６年

４月１日付けの機構改編で子育て家庭を包括的に支援する組織として設置されるこども家

庭センターに、また、成人期及び高齢期の保健に関する事業については、福祉・保健行政

の拠点施設となる中間市総合会館に移管される予定となっております。

なお、条例の施行日は、令和６年４月１日となっております。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後に採決いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第でありま

す。よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、第５０号議案、中間市保健センター設置条例を廃止する条例を採決いたしま

す。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５０号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１３．第５２号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１３、第５２号議案、中間市中央公民館条例を議題とし、総合政策委員長

の報告を求めます。
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堀田克也総合政策委員長。

〇総合政策委員長（堀田 克也君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第５２号議案について審査を行い

ましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

今回の条例制定は、中間市中央公民館について、令和３年に公共施設再編を目的として、

現在、その機能が中間市総合会館に移転されておりますが、中間市総合会館については、

令和６年度から福祉・保健行政の拠点施設とすることとなっております。

このことから、現在、中間市総合会館に設置されている中間市中央公民館の機能を移転

するに当たり、中間市中央公民館の位置を現在の中間市保健センターが設置されている施

設とし、開館時間、休館日等の管理運営に係る事項を定めるとともに、中央公民館運営審

議会の設置等についても定めるものです。

なお、条例の施行日につきましては、令和６年４月１日となっております。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後に採決いたしました結果、第５２号議案は全員賛成で原案どおり可決すべきと決し

た次第であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わり

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、第５２号議案、中間市中央公民館条例を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５２号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１４．第５３号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１４、第５３号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市さく
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らの里農産物直売所）を議題といたします。

ここで、地方自治法第１１７条の規定により、大和永治君の退席を求めます。

（１２番 大和 永治君 退席）

〇議長（中野 勝寛君）

産業消防委員長の報告を求めます。田口善大産業消防委員長。

〇産業消防委員長（田口 善大君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第５３号議案、公の施設の指定管

理者の指定について（中間市さくらの里農産物直売所）について審査を行いましたので、

その概要と結果をご報告申し上げます。

中間市さくらの里農産物直売所の管理運営につきましては、指定管理の指定期間が令和

６年３月３１日をもって満了することに伴い、指定管理者選定委員会で審議が行われまし

た結果、引き続き、現在の指定管理者である一般社団法人新鮮市場さくら館に指定を行う

ものです。

候補者の選定につきましては、一般社団法人新鮮市場さくら館が指定管理者として同施

設を管理運営しており、施設使用料が約定どおり遅滞なく納入されている等の実績を総合

的に判断しました結果、公募によらず、引き続き同法人が指定管理者の候補者として選定

されております。

なお、指定期間につきましては、令和６年４月１日から令和７年９月３０日までの１年

６か月となっております。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後に採決いたしました結果、第５３号議案については全員賛成で原案どおり可決すべ

きと決した次第であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げまして、委員長の報告

を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、第５３号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市さくらの里農

産物直売所）を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告
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のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５３号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

大和永治君の入室を認めます。

（１２番 大和 永治君 着席）

────────────・────・────────────

日程第１５．第５４号議案

日程第１６．第５５号議案

日程第１７．第５６号議案

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１５、第５４号議案から日程第１７、第５６号議案までの公の施設の指定

管理者の指定３件を一括議題とし、総合政策委員長の報告を求めます。

堀田克也総合政策委員長。

〇総合政策委員長（堀田 克也君）

ご指名によりまして、ただいま議題となっております第５４号議案、第５５号議案及び

第５６号議案について審査を行いましたので、その概要と結果をご報告申し上げます。

初めに、第５４号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市民図書館）につ

いて申し上げます。

中間市民図書館の管理運営につきましては、指定管理期間が、令和６年３月３１日をも

って満了することに伴い、指定管理者の公募・審査が行われました結果、引き続き、現在

の指定管理者である株式会社図書館流通センターに指定を行うというものです。

選定の理由としましては、同社は、安定した経営を行うための財政基盤と実績があり、

公立図書館の指定管理を受託した経験が豊富であること、民間のノウハウを生かした事業

展開により、本市においても利用者サービスの向上が認められていることが高く評価され

たことによるものです。

なお、指定期間につきましては、令和６年４月１日から令和７年９月３０日までの１年

６か月間となっています。

次に、第５５号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市体育文化センター

外７施設）について申し上げます。

中間市体育文化センター外７施設の管理運営につきましては、一般社団法人中間市スポー

ツ協会の前身である中間市体育協会及びミズノスポーツサービス株式会社による共同企業

体が、平成２６年度から現在までの間、その管理運営を担ってきたところですが、指定管

理期間が、令和６年３月３１日をもって満了することに伴い、指定管理者選定委員会で審

議が行われました結果、引き続き、現在の指定管理者である一般社団法人中間市スポーツ
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協会に指定を行うというものです。

選定におきましては、これまでの地域密着型の運営に加え、指定管理の経験とノウハウ

を蓄積したことにより、従前より効率的かつ効果的な管理運営による事業効果が期待され

ていることを総合的に判断しました結果、公募によらず、同協会が指定管理者の候補者と

して選定されております。

なお、指定期間につきましては、令和６年４月１日から令和７年９月３０日までの１年

６か月間となっています。

次に、第５６号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市市民会館）につい

て申し上げます。

中間市市民会館の管理運営につきましては、中間市市民会館の指定管理期間が、令和６年

３月３１日をもって満了することに伴い、指定管理者選定委員会で審議が行われました結

果、引き続き、現在の指定管理者である公益財団法人中間市文化振興財団に指定を行うと

いうものです。

選定におきましては、同財団は、平成１８年度から当該施設の指定管理者として指定さ

れており、この間、地域に密着した自主事業を行いながら、市民の教育文化活動の支援及

び文化振興に寄与してきたこと、また、今後もその専門的な技術及び経験を活かし、これ

まで以上に地域の活力を積極的に活かした管理運営による事業効果が期待できることを総

合的に判断しました結果、公募によらず、同財団が指定管理者の候補者として選定されて

おります。

なお、指定期間につきましては、令和６年４月１日から令和７年９月３０日までの１年

６か月間となっています。

以上が、当委員会に付託されました議案の概要であります。

最後にそれぞれ採決いたしました結果、第５４号議案、第５５号議案及び第５６号議案

はいずれも全員賛成で原案どおり可決すべきと決した次第であります。よろしくご審議の

ほどお願い申し上げまして、委員長の報告を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。ただいまの委員長の報告に対し、質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。田口議員。

〇議員（６番 田口 澄雄君）

第５４号議案、公の施設の指定管理者について（中間市民図書館）について反対意見を

申し述べます。

中間市民図書館については、かつては市の直営で運営をされていましたが、地方自治法
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の改正に伴い、指定管理者制度の導入が始まりました。図書館は、単なる貸本業務だけで

はなく、その地域の文化の発展と育成のために寄与するという未来投資型の役割がありま

す。その主たるものとして、資料のコレクション業務があります。このことを旺盛に進め

ていくためには、そのことに精通し、経験を積み上げていく館員の養成が不可欠です。

しかし、指定管理者となりますと、何より館運営の経費削減が主な目的となり、結局、

人件費にしわ寄せが来ます。その結果、継続的・計画的な雇用が困難となります。その上

で、低賃金の雇用形態となります。このことは、指定管理下にある中間市民図書館でも、

その実態が見てとれます。中間市の独自の地域文化の保存と育成の立場から、現在の指定

管理者制度では、そのことの要請に応えることはできません。

また、行政サイドから見ても、図書業務に精通した職員の確保、育成が困難となり、指

定業者の言いなりの運営しかできなくなります。指定管理者でも国家資格を持つ司書を配

置しているわけですから、現在業務に携わっている人を中間市民図書館の正職員として採

用し、今後の安定的な図書館運営を目指すべきです。そのことから、この条例案について

は反対といたします。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

これにて討論を終結いたします。

これより、第５４号議案から第５６号議案までの公の施設の指定管理者の指定３件を順

次採決いたします。

議題のうち、まず、第５４号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市民図

書館）を採決いたします。この採決は電子表決により行います。

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案について賛否の表決を求めます。ボ

タンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）

押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

賛成多数であります。よって、第５４号議案は原案のとおり可決されました。

次に、第５５号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市体育文化センター

外７施設）を採決いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）
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ご異議なしと認めます。よって、第５５号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

次に、第５６号議案、公の施設の指定管理者の指定について（中間市市民会館）を採決

いたします。

お諮りいたします。本案に対する委員長の報告は可決であります。本案は委員長の報告

のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認めます。よって、第５６号議案は委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１８．意見書案第１１号

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１８、意見書案第１１号、医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等

を求める意見書を議題とし、提案理由の説明を求めます。中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見書案について、趣旨説明を

行います。

介護事業所や介護福祉サービス事業所では、人材の確保、定着が難しく、運営に支障を

来す事態が深刻になっている。また、募集しても応募がなく、公的に定められた人員配置

基準は、何とか満たしたとしても、現場で必要としている職員数に満たない欠員状況が続

く事業所が多いのが現状であります。厚生労働省の賃金構造基本統計調査（２０２２年６月）

でも、福祉施設等の介護職員の超過勤務手当などを含む平均賃金は月額２５万７,５００円

で、全産業平均の３４万１００円と比べて８万円を超える格差があります。

今日、最低賃金の引上げや大手企業を中心にベースアップ、基本給の引上げなどによっ

て賃上げが進む中で、介護職員などへの対策は打たれておらず、賃金格差がさらに拡大し

ている。また、８月に出された人事院勧告は、民間企業の賃上げを受けてプラス改定とな

り、私立保育園等の公定価格や児童養護施設の措置などが４月に遡って増額される一方で、

介護報酬や障害福祉サービス等報酬には反映されない状況であります。

介護や障害福祉を支える職員は、専門職として位置付けられているにもかかわらず、低

賃金、人手不足による過酷な労働を強いられることが続けば、職員の離職に歯止めがかか

らない状況に陥り、施設の運営も困難となり、必要な福祉サービスの提供ができなくなる

恐れがあります。

よって、政府に対して、次のとおり、介護職員等の賃金水準を確保するための制度改革

と同時に、職員の人権を尊重し、生活を保障する取組を迅速に推進することを強く求めま

す。一、医療・介護・障害福祉分野の賃上げについて、経済対策での処遇改善支援事業を

早期に実行すること。その上で、２０２４年度の同時改定においては、物価高騰、賃金上
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昇等を踏まえ、処遇改善を行うこと。一、新型コロナウイルス感染による緊急時のサービ

ス提供に必要な介護人材確保のため、手当の支給など、地域医療介護総合確保基金におけ

る新型コロナウイルス感染症流行下における介護サービス事業所等のサービス提供体制確

保事業の活用を推進すること。一、介護や障害福祉を支える職員は、専門職として位置付

けられており、高齢化社会を支える必要不可欠な人材であることから、公営住宅の空き家

の地域対応活用を推進すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。皆様のご賛同をお願

い申し上げまして、趣旨説明を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。小林議員。

〇議員（１番 小林 信一君）

意見書案第１１号、医療・介護・障害者福祉分野における処遇改善を求める意見書案、

これにつきまして、幾つかお尋ねをさせていただきます。

一つ目ですが、本意見書案のタイトルを見ますと、「医療・介護・障害者福祉分野」、

こういうふうな記述で始まっております。この文書を読んでいきますと、そのほとんどが

介護職に当たる処遇改善、これが論じられているように伺えます。

この「医療・障害福祉分野」、これは具体的にどの部分を言われているのか、何を指す

のか、その内容及び現状についてお尋ねをいたします。また、最近の報道の中で、医療従

事者の賃金等を含めた処遇改善については、来年度に見直しがなされるようであります。

このことと関連して、先ほどの質問、お答えをお願いしたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾議員。いいですか。

はい。中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

この意見書のタイトルの医療と申しますのは、医師、歯科医師、薬剤師、看護師等の皆

様も当然医療関係者ではございますが、この以外の医療従事者のことでありまして、賃金

の平均は、全産業の平均を下回っています。この看護補助者の方たちについても、看護職

員の平均よりも、まだ、さらに下回っていることから、この意見書となりました。

また、医療と介護、医療と障害福祉サービスの両方を必要とする人が必要なときに、治

し支える寄り添う介護の連携を、最初の医療・介護・障害者福祉分野における処遇改善と

いたしました。以上でよろしいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

小林議員。

〇議員（１番 小林 信一君）

ただいま、医療関係について説明をいただきました。私もこれ読みまして、労働者の処
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遇改善、もう今は非常に厳しい状況に、どういった仕事でもなっておりますので、処遇改

善はもう早急に求めるところなんです。ただ、これは意見書として提案をいたしますので、

その内容については、私どもも十分理解をして、賛否を、態度をはっきりさせたいと、こ

ういうふうな思いでおります。そういった意味で、お尋ねをさせていただいておりますの

で。

先ほどの中では、医療関係でも、医者とか看護師とか、そういった関係につきましては、

今後、国のそういった待遇改善の方向が論じられると。それ以外の医療関係の従事者に対

して処遇改善を求めるんだと、こういう解釈をさせていただいてよろしいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

小林先生おっしゃっていたいただいたとおりでございます。来年、令和６年度の改定が、

６年に１度の診療報酬、介護報酬、障害福祉サービス等の同時改定でありまして、重要な

節目となります。団塊の世代が全て７５歳以上の高齢者となる２０２５年だけでなく、ポ

スト２０２５年のあるべき医療・介護の提供体制を見据え、医療と介護の役割分担と切れ

目のない連携を着実に進め、医療・介護の総合ニーズを有する者が必要なときに、治し支

える医療や個別ニーズに寄り添った介護を地域で完結して受けられるようにする社会を目

指すことがこの意見書でございます。医療と福祉、障害福祉サービスの連携も重要であり

ます。以上、よろしいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

小林議員。

〇議員（１番 小林 信一君）

それでは、２点目に移らせていただきます。この説明文の中にですね、職員の人権を尊

重し、生活を保障する云々と表記されております。ここで言います人権、あるいは人権尊

重とはいかなるものなのか、その内容、そういったものを具体的に説明をお願いいたしま

す。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾議員。よろしいですか。

はい。中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

このような医療従事者の方々の必要な処遇改善を通しまして、人権をしっかり守ってい

きたいと思っております。また、医療現場を支えている医療従事者の人材確保の（聴取不

能）あります。しっかり、まず処遇改善をしっかり求めながら、人権を守っていきたいと

考えております。

〇議長（中野 勝寛君）
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すいません。質問の内容がちょっと違うと思うんですが。

小林議員、よろしいですか。

〇議員（１番 小林 信一君）

こういった従事者の方の処遇改善をするということと、人権とどう結びついていくかが

ですね、知りたいんです。ここで言う人権というのは具体的に何を言われてるのか。ちょ

っとそれをお尋ねしたいんですが、どうでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

はい、中尾議員。（賛成者が発言する旨の意思表示あり）

小林議員、よろしいですか。

〇議員（１番 小林 信一君）

普通ですと、これの提案者ですか、提出者が答えられる。賛成者は、賛成者として列記

されてるというふうに理解しておりますけれども、その点は、議長よろしいんですか。

〇議長（中野 勝寛君）

一応、補足っていう形なので、小林議員がよければですが、よろしいですか。（「はい」

の声あり）それでは、阿部議員に答えていただきたいと思います。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

職員の人権を尊重し、生活保障する取組を迅速に推進することを求めるということです

けども、介護、障害者福祉分野における離職、それから人手不足により、職員の仕事量の

増加、負担増大にもかかわらず、低い賃金、そして物価高騰の中で経済的な困窮、こうい

うものがやはり職員の人権が保障されにくい状況になっているというふうに思います。こ

れを改善することを求めるということであります。

〇議長（中野 勝寛君）

よろしいですか。小林議員。

〇議員（１番 小林 信一君）

そういうことで、私も自分の頭の中整理していこうと、こういうふうに思っております。

では、次に移らせていただきます。「地域医療介護総合確保基金」、こういう文言が表

記されております。私自身も不勉強で申し訳ないんですが、この基金とはいかなるものか、

お尋ねをさせていただきます。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾議員。よろしいですか。

はい。中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

すいません。資料を整えまして、後ほど、小林議員にお届けしたいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）
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小林議員。

〇議員（１番 小林 信一君）

はい。よろしくお願いいたします。

最後のお尋ねになります。介護や障害福祉を支える職員に対し、「公営住宅の空き家の

「地域対応活用」を促進する」とこういうふうに書かれております。この介護や障害福祉

を支える職員と公営住宅の空き家の地域対応活用の促進、この関係性につきまして、ご説

明をお願いしたいと思います。また、具体的にこういう活用をされてる自治体が、どこに

あるのか、それをあわせてお尋ねさせていただきたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

しっかり調べまして、どの地域にこういう取組をしているのかを調べまして、また、小

林議員にご報告したいと思っております。（賛成者が発言する旨の意思表示あり）

〇議長（中野 勝寛君）

阿部議員、補足ですか。

阿部議員、お願いします。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

厚生労働省の新型コロナウイルス感染症流行下における介護サービス事業所等のサービ

ス提供体制確保事業、この中にですね、公営住宅の地域対応活用というのがあります。具

体的には、介護事業所や障害者福祉サービス事業所の職員の住宅を確保するために、職員

の社宅として、公営住宅を活用してはどうかということです。

具体的には、大阪府大東市、兵庫県神戸市、高知県奈半利町などが公営住宅を事業所の

社宅に利用しているということです。

〇議長（中野 勝寛君）

はい、よろしいでしょうか。

小林委員。

〇議員（１番 小林 信一君）

はい、ありがとうございます。ただいまのお答えも、後であわせて、ちょっと手元に資

料としていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

先ほど言いましたように、こういった関係で働く方の処遇改善、これは１日も早く、そ

して、全国平均に早く到達するように、改善を進めていく、これは重要な案件であるとい

うことは十分に理解して、この質問を終わらせていただきます。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇議長（中野 勝寛君）

これにて質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第１１号については、委員

会の付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、意見書案第１１号、医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める

意見書を採決いたします。この採決は電子表決により行います。

本案について賛否の表決を求めます。ボタンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）

押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

全員賛成であります。よって、意見書案第１１号は原案のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１９．意見書案第１２号

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第１９、意見書案第１２号、パレスチナ問題での国連決議推進のために、日

本政府は尽力することを求める意見書を議題とし、提案理由の説明を求めます。田口澄雄

君。

〇議員（６番 田口 澄雄君）

意見書案第１２号、パレスチナ問題での国連決議推進のために、日本政府は尽力するこ

とを求める意見書案について、提案理由を申し述べます。

パレスチナ・ガザ地区におけるイスラエルによる攻撃は、一時停戦はあったものの再び

激しい攻撃が始まっています。この攻撃によって、最も多くの犠牲となっているのが、女

性や子供たちであり、民間人の死者数は今世紀最悪との報道もなされています。

アメリカは、イスラエルの自衛権を口実に、一方的にこうした攻撃を容認していますが、

日本政府も関係国との歩調を口実として、事実上こうした状況に対して何ら動こうとしま

せん。ただ、昨日未明に国連総会は緊急特別会合を開いて、即時の緊急的停戦を求める決

議を賛成１５３か国という圧倒的多数で可決をいたしました。反対は、アメリカやイスラ

エルなど１０か国ということですが、日本はこれには賛成をいたしました。
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パレスチナ・ガザ地区では、現に今、多くの女性や子供たちがミサイルによる攻撃によ

って命を落としているのであり、こうした状況に対して、憲法９条を有し、紛争の平和的

解決に徹する立場を表明している日本政府こそ、関係国にも物申し、事態の一刻も早い解

決に向かって動くべきです。事態は深刻です。攻撃が長引けば長引くほど、死者の数はふ

え続けます。ましてや、イスラエルはガザ地区、パレスチナ人のせん滅ということまで豪

語しているわけですから、国際人道法の立場からも、現在の動きは到底許すわけにはまい

りません。国や組織が違うだけで一方的に相手国や集団を皆殺しにしようとすることを許

すことは、今後の私たちの身にも降りかかるかもしれない、戦争か平和かの選択にもつな

がる問題であります。そのことが、今、私たち一人一人に問われているのではないでしょ

うか。

既に国連では、今回の決議に先立ち、大国の拒否権によって事態の進展が進まない中、

緊急特別会合により即時永続可能、持続的な人道的救済を求める決議を１２１か国の賛成

で可決をしています。今回は、さらにそれに３２か国が賛成に回ったわけであります。

残念ながら、日本政府はさきの決議に棄権しましたが、今回は賛成しました。ならばな

おのこと、事態の緊急性を考え、日本政府こそ即刻動くべきです。そのことを求め、意見

書を提出いたします。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第１２号につきましては、

委員会の付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、意見書案第１２号、パレスチナ問題での国連決議推進のために、日本政府は

尽力することを求める意見書を採決いたします。この採決は電子表決により行います。

本案について賛否の表決を求めます。ボタンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）
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押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

賛成多数であります。よって、意見書案第１２号は原案のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第２０．意見書案第１３号

〇議長（中野 勝寛君）

次に、日程第２０、意見書案第１３号、食料自給率向上を政府の法的義務とすることを

求める意見書を議題とし、提案理由の説明を求めます。柴田芳信君。

〇議員（５番 柴田 芳信君）

日本共産党の柴田芳信です。意見書案第１３号、食料自給率向上を政府の法的義務とす

ることを求める意見書案について、趣旨説明を行います。

政府は、２０２４年の通常国会で、食料・農業・農村基本法を見直し、新たな基本法を

制定することを目指しています。日本のカロリー自給率は３８％、先進国の中でも最低で

す。穀物自給率２８％は、世界１８５か国中１２９位です。旧農業基本法以来、自給率は

一貫して右肩下がりに低下し続け、現行の食料・農業・農村基本法制定後、５次にわたる

基本計画で、食料自給率を引き上げることとされてきましたけれども、目標を達成するこ

とは一度もありません。

現行基本法は、基本計画で自給率向上目標を設定したものの、単なる閣議決定にしたた

め、法的拘束力はなく、目標は骨抜きにされたためであります。さらに、政府の新基本法

の検討では、食料自給率を単なる一指標とし、これまでの位置付けを格下げして、食料自

給率向上に対する国の責任を放棄しようとしています。

１１月の２６日、ＮＨＫスペシャルで「食の防衛線」が放映されました。多くの皆さん

が視聴されたというふうに思います。スイスの国土は７０％が山岳地帯にもかかわらず、

自給率４９％です。安定する農業を国民が望み、農家の収入の３分の１の補助を国が行い、

農業専門学校は授業料が無償です。

そういった中で、農業従事者の平均年齢は４９歳です。日本は、令和２年調べで６７．

８歳です。東京大学の鈴木宣弘教授は、「消費者にとっては、米の値段は安いほうがいい。

生産者はその価格だと生産は続けられない。そのギャップを埋めるものは、政府の仕事で

はないか」と警告をされております。「私たちは、長期的、そしてまた、総合的に食料生

産の価値を評価しないといけません。農村が崩壊して、都市部に人が集中して海外からの

ものが止まれば、みんな餓死寸前になる、いびつな、このような日本を私たちは将来の子

供たちの世代に先送りしてしまうことはできない」と警告をされております。

今、世界的な食料危機が進行し、食べたくても食べられない人々がふえる中、食料自給

率を放棄して、国民を飢餓に追い込むのではなくて、新基本法では、食料自給率目標を国

会承認制として、計画の達成度の検証結果と必要な政策の見直しを国会に報告させるなど、

食料自給率の向上を政府の法的義務とする必要があります。
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よって、下記のとおり、政府の対応を強く求めるものであります。一、新基本法制定に

当たっては、食料自給率目標を定める基本計画を国会承認制とし、自給率向上を政府の法

的義務とすること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。議員の皆さんの賛

同をお願い申し上げまして、趣旨説明を終わります。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第１３号については、委員

会の付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論なしと認めます。

これより、意見書案第１３号、食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意

見書を採決いたします。この採決は電子表決により行います。

本案について賛否の表決を求めます。ボタンを押してください。

（賛成・反対ボタンにより電子表決）

〇議長（中野 勝寛君）

押し間違いはありませんか。──なしと認め、確定いたします。

賛成多数であります。よって、意見書案第１３号は原案のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第２１．決議案第１号

〇議長（中野 勝寛君）

これより、日程第第２１、決議案第１号、福田浩中間市長に対する辞職勧告決議を議題

といたします。提案理由の説明を求めます。小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

中間クラブの小林信一でございます。協力会派６名を代表いたしまして、決議案第１号、

福田浩中間市長に対する辞職勧告決議、この案について、提案理由を述べさせていただき

ます。
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ご手元に配付していただいております決議案第１号、この案文を読み上げて提案理由と

させていただきます。少し長くなるかも分かりませんが、よろしくお願いいたします。

福田浩中間市長に対する辞職勧告決議、中間市議会は、令和５年１０月１０日に催され

た北九州下関フェニックスシーズン報告会において福田市長が発したハラスメント発言は、

中間市政の代表として、あるまじき許容し難い発言と断言する。

１つ、福田市長のハラスメント発言がメディアを通じて大々的に報道され、報道の事実

を受けて、令和５年１０月１６日、福田市長の求めにより開かれた全員協議会の場におい

て、ハラスメント発言の事実関係及び発言に対する対処が釈明されたが、断じて受け入れ

難いものであった。

令和５年１０月１０日、「挨拶とスカートは短い方がいい」この発言に対し、メディア

より、その発言はハラスメントではないのかとの指摘を受けたましたが、「場を和ませる

ためのものであり、不適切発言ではない」と応じたにも関わらず、翌１１日には「不適切

発言であり、ハラスメントに当たる発言だった」と前言を撤回、翌１２日にはメディアの

質問を受け、ハラスメント発言であったと公式に認めたところである。

不適切発言ではない、不適切発言でありハラスメントに当たるから反省して撤回、そし

てハラスメント発言であったと変わった福田市長の首尾一貫しない対応は、ハラスメント

に対する無理解、不認識がもたらしたものと言わざるを得ない。発言責任を痛感するなら

ば、市民の皆さんに対して、公式に謝罪と責任の所在を伝えるべき、そうゆう立場にある

にもかかわらず、未だこれをなされていない。

令和５年１２月定例会の一般質問において、市民の皆さんへの謝罪について問われた際、

「１６日の全員協議会の場で、そして１２日の記者会見の場で謝罪しているので、これ以

上の謝罪を行わない」と断言されました。この市民無視の姿勢は、断じて容認できるもの

ではない。

２つ、福田市長のハラスメント発言に対して、その程度の発言は許容範囲ではとの論評

もあるようであるが、ハラスメントにその程度は無いと明確にしておかなければならない。

本市では、平成２５年７月に「中間市職場におけるハラスメント防止等に関する規程」、

平成２６年に「中間市コンプライアンス推進指針」、平成２９年に「中間市コンプライア

ンス推進行動計画」が策定されています。こうした規程や推進指針並びに行動計画には、

ハラスメントの防止及び排除のための措置並びにハラスメントに起因する問題が生じた場

合に適切に対応するための措置に関し、必要な事項が定められている。「中間市職場にお

けるハラスメント防止等に関する規程」第２条第１号では、セクシャルハラスメントは「他

の者を不快にさせる職場における性的な言動及び職員が他の職員を不快にさせる職場外に

おける性的な言動」と定義づけている。また、第３条では、「任命権者は、ハラスメント

の防止に関する施策についての企画立案を行うとともに、ハラスメント防止等のために実

施する措置に関する調整、指導及び助言に当たらなければならない」と任命権者の責務が
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規定されている。市政のトップリーダーである市長は、人権を侵害し、人の尊厳を踏みに

じるハラスメントの根絶に向けて啓発や実践の取組を積み上げてきた関係諸氏の努力を継

承し、社会悪であるハラスメントの根絶に向け、その先頭に立つべきである。その立場に

ある市長が、軽率な受け狙いで発したセクハラ発言を安易に見過ごすことはできない。

このことをその程度のこととして見過ごす事は、中間市のこれまで積み上げてきた人権

尊重のまちづくり、これを根底から覆すものであり、到底容認することはできない。

３、令和３年９月定例会で、中間市議会ハラスメント根絶条例が制定された。条例の前文

に「市民から負託を受けた市議会議員及び市長並びに全ての市職員は、市政に携わる権能

と責務を深く自覚し、公共の福祉の増進という地方自治の本旨を体現するとともに、住民

全体の奉仕者として住民福祉の向上に努めなければならない。ハラスメントは他者に対し

て行われる極めて悪辣な行為であり、ハラスメントに対する無自覚によって相手に被害を

与える「人権侵害」である。また、ハラスメントは、基本的人権、個人の尊厳を著しく傷

つけ、議会活動に支障を来し、議会の社会的信用及び信頼を失うことにつながる」と規定

している。市政に関わる、この前文に記された精神、目標を具現して行くために、市政が

一丸となってハラスメントを深く認識、理解し、市民の模範となるべく努力邁進しなけれ

ばならないことは責務である。福田市長は、令和５年第５回定例会での一般質問を前に、

急遽ハラスメント研修を受けている。これは一般質問に対し、研修を受けたという実績を

作るための対策としか受け取れない。この事実は、条例の本旨を踏みにじった行為であり、

市政の代表たるべき資格無しと言わざるを得ない。

福田市長のハラスメント発言は、ハラスメント根絶条例の本旨を大きく逸脱したもので

あり、条例を定めた当市の長としての責任は極めて重いと言わざるを得ない。どのように

理由付けしても発言の事実は変らず、発言者のハラスメント行為は消えるものではない。

社会一般、過ちは誰にでもある事であり、過ちを償えば社会通念上許される事も多々ある。

その事は権利の擁護として認められるところである。しかし、４万人の市民を代表する市

長としては、その類にはなり得ない。政治的にも行政的にも反省すれば良しとはならず、

その責任を取るべき立場であることは明白である。これまでの市長の市政運営、政治家福

田浩氏の市政及び市民への関わりの中で、市長としての適格性を疑う数多くの市政対応が

行われてきた。これらの市政対応と今回のハラスメント発言が相関しているものと糾さな

ければならない。

以上のとおり、ハラスメント発言者である福田市長は、市政を担う資格なしである。中

間市が目指す、住み良い、住みたい、住み続けたいまちづくりを実現するためには、多く

の市民の皆様からの信頼が不可欠である。福田市政のもとでは、信頼と健全な市政運営は

期待できない。福田市長と市民を代表する議会との信頼関係を構築することは、もはや不

可能と判断せざるを得ない。

よって、中間市議会は地方自治の精神に則り、中間市の将来と市民の皆様からの信頼回
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復、住民福祉の向上のため、福田浩市長は速やかに職を辞することを勧告する。

以上、決議する。令和５年１２月１４日。以上で提案理由を終わらせていただきます。

ご賛同のほど、よろしくお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

質疑なしと認めます。

お諮りいたします。ただいま議題となっております決議案第１号については、委員会の

付託を省略したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

ご異議なしと認め、委員会の付託を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。掛田議員。

〇議員（９番 掛田 るみ子君）

福田浩中間市長に対する辞職勧告決議に対して、反対討論を申し述べます。

今回、市長の発言に対しまして、その場におられた北九州の方が「なにも会合がおかし

な雰囲気になるようなことはなかったよ」というふうに私は伺っております。確かに、こ

の言葉は、昭和のノリでありまして、令和にはふさわしくない言葉だったかもしれません

が、その場においては、そのような「誰かこれによって被害を被るようなものがなかった

よ」というふうに伺っております。市長はきちんと撤回して、謝罪もしております。また、

改めて市民に向かってということはおっしゃってましたけども、私ども市民の負託を受け

てる議員に向かって謝罪をしたということは、市民に謝罪をしたと同じことだというふう

に思っております。

市長として、本当に不適格だというふうな発言がありましたけども、市長は、本当に中

間が財政的に１番厳しいときに、自分の公約を棚上げしてでもですね、市民のために財政

再建をしてくださいました。これは紛れもない事実であります。それによって、かなりい

ろんなところに痛手は被りましたけど、今、中間市の財政は、市制発足以来、一番健全な

状況になっていることも、私どもは認識するべきだというふうに思っております。

一つの発言はやはり重いものかもしれませんけども、その発言によって、辞職勧告を突

きつけるほどのものではないというふうに判断しております。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに討論ありませんか。田口議員。

〇議員（６番 田口 澄雄君）

決議案第１号、福田浩中間市長に対する辞職勧告決議に対する賛成意見を申し述べます。
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今回の発言に対し一番の問題は、その反省の薄さです。しかも、市民に対する直接の謝

罪は、議会の全員協議会や記者会見の場での発言で、既に済ましているとの態度でありま

す。職員の不祥事や中間市民の高速道路での不祥事、議員の暴力行為による辞職、保育園

児のバス事故による死と、この間、中間市の全国的な評価は地に落ちています。このよう

なとき市長を先頭に市職員、議員が一丸となってこうした市に対する評価の汚名返上を図

るべきときであります。

ところが、市長はこうした市に対する全国からの評価をさらに下げるような結果を招い

たのが、今回のこの発言とその後の態度です。少なくとも市民に対しては全面的に陳謝し、

今後の名誉挽回を図ることを約束すべきでした。しかし、一連の態度からは、事の緊迫性

に対する反省の姿勢が見られません。市長に立候補するに当たっての公約無視も政治家と

しての最大の欠陥であり、市民に対する裏切りです。

先ほど、財政問題で評価される発言がありましたが、これはひとえに市民の犠牲の上に

成り立っている結果であります。私たちは、これ以上、中間市の評価を下げるような市長

を市政のトップに掲げていくわけにはまいりません。即刻の辞任を求めて、この決議案に

ついては賛成といたします。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに討論はありませんか。中尾議員。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

大変古い話で申し訳ないんですが、もう半世紀前に、ちょうど私の高校の卒業式のとき

に、ＰＴＡ会長が家を出るときに、奥様から市長が言われた発言のようなことを注意を受

けてきたと。だから挨拶を短くするっていう話がありまして、そのときは確かに昭和の時

代ですし、すごく場が和んで、皆様ばっと爆笑だったんです。

今回の市長の発言がですね、特定の人に対する発言ではなくて、挨拶の中の不特定多数

の方々への発言だったことで、これが辞職勧告に値することなのかって、私は本当に憤慨

いたします。

〇議長（中野 勝寛君）

ほかに討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（中野 勝寛君）

討論を終結いたします。

これより、決議案第１号、福田浩中間市長に対する辞職勧告決議を起立により採決いた

します。

本決議案については原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（起 立）

〇議長（中野 勝寛君）
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起立多数であります。よって、決議案第１号は可決されました。

────────────・────・────────────

日程第２２．会議録署名議員の指名

〇議長（中野 勝寛君）

これより、日程第２２、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第８５条の規定により、議長において、安田明美さ

ん及び井上太一君を指名いたします。

────────────・────・────────────

〇議長（中野 勝寛君）

以上をもちまして、今期定例会に付議された案件は全て議了いたしました。

よって、令和５年第５回中間市議会定例会は、これにて閉会いたします。

午後０時36分閉会

──────────────────────────────

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する

議 長 中 野 勝 寛

議 員 安 田 明 美

議 員 井 上 太 一


